






































































































































































































































































































































































































































第１表 損保グループ別集中度（大正末年） （単位 円，％）
総収入保険料 正味収入保険料 責任準備金
金 額 比率 金 額 比率 金 額 比率
東 京 海 上 グ ル ー プ 71,686,953 36.1 31,501,601 31.2 79,446,838 59.9
（ 東 海 直 系 グ ル ー プ ） （48,768,707）（24.5） （21,617,630）（21.4） （67,431,196）（50.8）
東 京 火 災 グ ル ー プ 19,169,034 9.6 8,480,984 8.4 6,051,000 4.6
日 本 火 災 グ ル ー プ 23,209,311 11.7 12,439,408 12.3 14,295,000 10.8
神 戸 海 上 グ ル ー プ 7,412,956 3.7 2,619,304 2.6 4,421,000 3.3
大 阪 海 上 グ ル ー プ 11,482,117 5.8 5,188,182 5.1 5,836,000 4.4
共 同 火 災 グ ル ー プ 6,980,627 3.5 4,278,658 4.2 2,595,000 2.0
横 浜 火 災 グ ル ー プ 9,076,037 4.6 5,737,023 5.7 3,980,000 3.0
そ の 他 （26社） 49,701,701 25.0 31,108,789 30.8 16,052,655 12.1











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































クの商業新聞 Journal of Commerceの社説によれば，「日本の財界混乱の原
因は其裏面に不健全なところがあるからである。この場合に際し根本的に必
要なことは，特に投機的種類に属する営業と銀行業との間にある程度の区別
を設けることである。さすれば銀行は支払能力を回復することができ，従っ
て預金者の要求及当座の請求に応ずることができるようになる。まず日本銀
行を援助してその信用を確実にし紙幣発行を拡大して……支払猶予を与えて
商業債務を整理するというのは誤った考へ方ではないけれども，要するに一
時的の救済策たるに止まり，銀行の財政破綻の折にその影響を防ぐべき緊急
時の金融機関がどこにもないのである」（昭.2.4.27）。
この社説は，日本の金融システムそれ自体に金融破綻の根本的原因がある
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のに，日銀券の発行増加で危機克服をはかるなどとは，と指摘しているのだ
が，平生もこれと同様に裏白の急造紙幣の増刷で問題が解決されるとは考え
てはいなかった。
ちなみに，この金融恐慌で昭和二年度休業銀行は37行に達した。
6．不況下での富豪のメンタリティー
大正９年恐慌のさなかでも財閥・大富豪の生活スタイルやメンタリティー
は変わることはなかったようである。大正10（1921）年５月７日に藤田男爵
邸で園遊会が開催されたが，時あたかも不況下での物価上昇のころである。
「今や反資本家，反富豪の高調は何れの里にても熾にして，殊に都市の如く
筋肉労働者が多数を占めるところに於ては労働争議は常に跡を絶たず……園
遊会を設けて無意味に幾千金を浪費するの狂態を公示する如きは尤も反富豪
の敵愾心を唆する」ものである。藤田男爵は，「閥族の殲滅，階級制度の撤
廃は輿論として今や燎原の火ならんとする時に於て，何故に……旧例を踏襲
して徒に下級者の恨みを買はんとせられるや」（大10.5.7.）。
また平生は関西から東京への車中で三井の総帥團琢磨に会って話をした時
にもこの大資本家・富豪の無神経さにあきれている。平生が團に，三井は多
数の炭鉱を持っているから労働問題で「心労」も大変だろうし，三池炭鉱に
はそのような問題の徴候はないかとの問いに対し，團は「近来直接に事業に
接せざるを以て之を耳にせず」と答える。平生は「自己は 高幹部の首位に
して如此き下界の事は関知せざる」という團の態度には驚き，「大資本家の
番頭にして如此き殿様的態度」には「衷心噴飯に堪え」なかった（大10.6.20.）。
労資問題は経済的なものにとどまらない。例えば川崎造船所では争議が何
等進捗を見ないのは軍隊が職工に威圧を加え検挙するなどして半強制的に職
場に復帰させようとしているからで，それは問題の本質を誤るものである。
「労働者が要求するところは単に賃金の増加，退職手当の増率のみにあらず
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して人格の認識に在り。経済問題より進んで社会問題に移りつつあるなり」
（大10.7.19.）。日本では相変わらず労働者を機械視し，彼らの人格を無視す
る資本家が大半を占めていた（大10.8.14.）。資本家がこのように労働問題に
無方針であるから，彼等は労働条件を交渉する場合でも「労働者に向って縁
日に於ける植木屋の如き折衝法」で全く誠意がなく，「虚心坦懐に自己が忍
び得る 小限度の条件」を示して交渉することをしない。資本家は資本の提
供者として，また労働者は労働の提供者として同等の立場にあることを了解
しあい，「相扶相助に依りて共同の目的を達成すべきものにして，相争相闘
を以て幸福を得べきものにあらざるなり」（大10.6.28.）。
資本家に自ら労働問題を解決する手立てがなければ，残るは政府である。
不況下で原総理・高橋大蔵内閣は厳しい予算編成を迫られるが，内閣は戦艦
８隻と巡洋戦艦８隻を中核戦力とする，所謂八八艦隊の建造問題に言及して
いる。これは海軍が明治40（1907）年に国防上理想とするという発想のもと
で計画され，すでに議会で予算が通過していたものだが，これが失業救済策
になるというのである。平生によれば，この計画そのものが，日本経済が堪
えうる限度をはるかに超え，したがって一旦戦争になれば，燃料補給の面か
らも艦隊を動かすことができないのだから，戦略・戦術的にも全く意味をな
さないことは明らかであった。それに雇用に関しても，民間造船所を解雇さ
れた職工たちが官営造船所で職を得るとしても高々数万人に過ぎないのであ
る（大 9.12.28.）。
この八八艦隊建造と失業問題に関し，平生は浦賀船渠専務今岡純一郎と興
味ある議論を交わしている。今岡が「社会政策上」の見地より建艦制限に反
対すると述べたのに対して，平生は次のように論破する。今岡の議論は軍艦
という不生産的凶器の注文が制限されるとともに民間造船所の職工が職を失
い，それが社会問題を引き起こすという懸念からのものであるとしても，社
会政策のためであれば「強て不必要不生産の製艦の要あらん。社会事業とし
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て国民の福祉を増進し産業の増進に資すべき事業は枚挙に暇あらざるべし。
たとえば道路の舗装工事の如き，下水上水工事の如きは資金に余裕あれば之
を完成すべきにあらずや」と（大10.3.19.）。ちなみに大正10（1921）年度予
算案の審議において政府は失業問題について公営の職業紹介所の増設を述べ
ている
（21）
が，政府はそれ以上の失業対策は考えていない。予算規模15億円余り
の半額は軍事費で消え，そして歳入から公債分を除くと真の租税収入のうち
７～８割が軍事費となると平生は見ていたから，ここから本格的な失業関連
予算は捻出できるはずがなかった。不況のさなか，失業者の大半は都会で浮
浪者になるほかない。「彼等の志操は失職と共に悪化」し，「失望の余狂乱し
遂に恒心を失ふて邪想の為めに狂奔する」かもしれない（大 9.12.28.），と平
生は彼等が過激化することを何よりも恐れた。
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